
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　先端にノズル装着部を備えたバレルと、先端に該バレルの内壁を液密に摺動可能なガス
ケットを備え前記バレルの後端から挿入されたプランジャと、前記ノズル装着部に着脱自
在なノズルを含んでなり、該ノズルが前記ノズル装着部への取り付け手段を備えた基端側
の取付部と、該取付部から所定角度曲折せられて延びる吐出部からな

薬剤注入器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は薬剤注入器に関し、医療分野等で用いる局所投与用注入器として先端脱着を可能
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り、
前記吐出部は先端側が延びる部分であって先細でテーパー状に形成され、
前記ノズルの取付部と前記バレルのノズル装着部がルアーロック可能に形成され、
前記ノズル装着部が前記ノズルの内腔と嵌合する先端チップと、該先端チップの外側に同
心状に設けられた雌ネジからなり、
前記雌ネジが、バレルと別体に形成されたフード状部材であり、
前記フード状部材の内側壁面に、前記ノズルの基端に設けられた雄ネジと螺合する雌ネジ
溝が形成され、
該フード状部材が、ノズルを未装着の状態において先端チップの基端側に回動自在に設け
られた、
ことを特徴とする



にし、且つ高圧下でも脱落をしない薬剤注入器に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より医療分野等において用いられる局所投与用注入器には、カートリッジ装着型のも
のや注射器タイプの注入器が知られている。カートリッジ装着型のものは主に歯科分野に
おける局所麻酔剤を投与する際に多く用いられる。注射器タイプのものは衛生面を重視し
たディスポーザブルタイプの完成品が多く用いられ、医科においては外科手術の際におけ
る生体接着剤充填容器などに用いられ、歯科では歯周病治療薬等の充填容器が知られてい
る。歯周病治療用に関しては、歯周ポケット内で繁殖した歯周病原生菌を排除するために
薬剤を歯周ポケットに注入するためのものとして、特開平４－１１７９５９号公報や実用
新案登録第３０３５４４８号の注入器が提案されている。特開平４－１１７９５９号公報
の注入器は、ノズルにその先端位置から薬剤注入可否の判定基準となる歯周ポケットの深
さに相当する長さ離れた位置に、判定用目印を設けた注入器である。このものは、ノズル
がシリンジ本体の先端部に軸線に対して所定角度傾斜して設けられており、使用に際して
は、注入器のノズルを歯周ポケット内に挿入し、その先端をポケット底部に接触させた状
態で、判定様目印のポケットからの出没状態を観察することで薬剤の注入の可否を判定す
るもので、注入の必要がある場合、そのままの状態でプランジャを押せばノズルから薬剤
を注入することができる。
【０００３】
ところで、注入器を用いる部位は多様であるにもかかわらず、ノズルとシリンジ本体が一
体に形成された前記特開平４－１１７９５９号公報の注入器では、注入部位の状態（ポケ
ットの深さ、形状等）に応じてノズルのサイズを変更することが不可能であった。また、
シリンジ内に充填された薬剤を一回の使用で全て使い切ってしまうことは少なく、近年の
エイズや肝炎等の感染防止の立場から、薬剤が充分に残っていても廃棄せざるを得ないた
め、不経済であるという欠点があった。
【０００４】
そこで、前記薬剤注入器の欠点を解消するものとして、シリンジ本体の先端に所定角度で
傾斜したノズル装着部を設け、直径及び／又は長さが異なる複数のノズルを装着可能にし
た注入器が提案された（実用新案登録第３０３５４４８号）。しかしながら、このものは
、ノズルをテーパ状に形成されたノズル装着部にテーパ嵌合するものであり、粘性の高い
ものを注入する場合には、使用中にノズルがノズル装着部から脱落する虞がある。また、
シリンジ本体でノズルの傾斜角度が規定されてしまうことから、注入部位により角度を変
更したい場合、シリンジ本体を交換しなければならず、実際に角度の変更にまで対応する
ことは不可能である。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、如上の事情に鑑みてなされたもので、注入部位に応じて適切な寸法、角度のノ
ズルを適用することができ、ノズルを交換することで感染予防および薬剤を無駄なく使用
することのできる、薬剤注入器を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明者等は、上記の課題を解決するために鋭意検討の結果、先端側が基端側に対して所
定角度で傾斜したノズルを採用すればよいことに想到し、本発明を完成した。すなわち、
本発明は、先端にノズル装着部を備えたバレルと、先端に該バレルの内壁を液密に摺動可
能なガスケットを備え前記バレルの後端から挿入されたプランジャと、前記ノズル装着部
に着脱自在なノズルを含んでなり、該ノズルが前記ノズル装着部への取り付け手段を備え
た基端側の取付部と、該取付部から所定角度曲折せられて延びる吐出部からなる薬剤注入
器である。
ここでノズルの取付部とバレルのノズル装着部はルアーロック可能に形成されるのが好ま
しく、具体的には、ノズル装着部をノズルの内腔と嵌合する先端チップと該先端チップの
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外側に同心状に設けられた雌ネジで構成し、該雌ネジがノズルの基端に設けられた雄ネジ
と螺合するようにしたもの等が採用される。雌ネジはバレルと一体に形成されていても、
バレルの外壁に回動自在に設けられていてもよい。尚、バレルの先端への取り付け手段を
備えた基端側の取付部と該取付部から所定角度曲折せられて延びる吐出部からなるノズル
は、通常の注射器への適用も可能である。
【０００７】
【発明の実施の形態】
次に本発明の実施例について図面に基づいて説明する。
図１は本発明の一実施例を示す縦断面図であり、図２は他の実施例を示す縦断面図である
。
本発明の薬液注入器は、先端にノズル装着部１１を備えたバレル１と、先端にガスケット
２１を備えたプランジャ２と、ノズル装着部１１に着脱自在なノズル３を含んでなり、ノ
ズル３はバレル１への取付部３１とこの取付部３１から所定角度曲折せられて延びる吐出
部３２からなる。
【０００８】
バレル１はポリプロピレンやポリエチレン、環状ポリオレフィン等の合成樹脂から形成さ
れる筒状の容器であり、基端に注入操作時に指を掛けるためのフランジ１２を有し、先端
にノズル３を取り付けるためのノズル装着部１１を備えている。ノズル装着部１１は、通
常、ノズル３の取付部３１の内腔３１２に装着されこれと嵌合する先端チップ１１１と、
ノズル３の基端に設けられた後述の雄ネジ３１１と螺合する雌ネジ１１２からなる。雌ネ
ジ１１２は先端チップ１１１の外側に同心状に設けられたフード状の部材であり、図１に
示すようにバレル１と一体に形成してもよいが、図２に示すように、バレル１の外壁に回
動自在に設け、ノズル３の向きを自由に変えることができるようにしてもよい。尚、先端
チップ１１１は、通常、図１および図２に示すように、雌ネジ１１２よりも先端側に突出
するように設けられる。
【０００９】
プランジャ２はプランジャロッド２２の先端にガスケット２１を備えた押出部材であり、
バレル１の後端から挿入される。プランジャロッド２２はポリプロピレンやポリエチレン
、ポリカーボネート、ポリスチレン、ＡＢＳ樹脂等の合成樹脂から形成される棹状部材で
あり、先端にヘッド２２１を有している。ガスケット２１は一般にブチルゴムやイソプレ
ンゴム等のゴム弾性材料から形成される閉鎖部材であり、プランジャロッド２２のヘッド
２２１に取り付けられ、挿入されたバレル２の内壁に沿って液密に摺動可能である。
【００１０】
ノズル３はバレル１と同様の合成樹脂から形成される中空部材であり、バレル１のノズル
装着部１１への取り付け手段を備えた取付部３１と、この取付部３１から所定角度曲折せ
られて延びる吐出部３２からなる。ノズル装着部１１への取り付け手段は取付部３１の基
端に設けられており、通常、バレル１の雌ネジ１１２に対応する結合手段である雄ネジ３
１１が採用される。雄ネジ３１１は通常、軸対称に２条設けられており（二条ネジという
）、バレル１の雌ネジ１１２と螺合可能になっている。吐出部３２は取付部３１から所定
角度曲折せられて先端側に延びる部分であり、テーパー状に先細に形成されている。吐出
部３２の寸法および曲折角度は患者の注入部位の状態に合わせて決められ、通常、吐出部
３２の寸法は３～２０ｍｍであり、また、曲折角度は通常０°～９０°である。
【００１１】
尚、ノズル３は全体を一発成形で形成してもよいが、吐出部３２の寸法精度を良くするた
めに、吐出部３２を形成した後インサート成形により全体を形成しても、取付部３１と吐
出部３２を別々に形成した後接着してもよい（この場合、取付部３１はその先端部分で所
定角度曲折させる必要がある）。また、本発明の薬剤注入器は、バレル１に予め内部に薬
剤を充填して先端のノズル挿着部１１をキャップ（図示していない）で閉鎖した形状のプ
レフィルドシリンジとして提供することも可能である。
【００１２】
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【発明の効果】
以上説明してきたことから明らかなように、本説明の薬剤注入器を採用することにより、
使用時に患者の注入部位の状態に応じて適当な寸法、曲折角度のノズルを選択することが
できる。また、再使用時にノズルを交換することができるので、ノズル部分からの感染を
防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例を示す縦断面図である。
【図２】本発明の他の実施例を示す縦断面図である。
【符号の説明】
１　バレル
１１　ノズル挿着部
１１１　先端チップ
１１２　雌ネジ
１２　フランジ
２　プランジャ
２１　ガスケット
２２　プランジャロッド
３　ノズル
３１　取付部
３１１　雄ネジ
３２　吐出部
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